
ベラ・C・ルービン天文台の始動に名古屋大学の研究者も協力   

 

ベラ・C・ルービン天文台は、世界最大のデジタルカメラによる観測画像を 2025 年 6 月 23

日（現地時）に初公開しました。今後、このカメラを用いた大規模撮像探査プロジェクト

「LSST（Legacy Survey of Space and Time）」が本格的に始まります。LSST には、名古

屋大学素粒子宇宙起源研究所（KMI）や国立天文台の研究者を含む日本の研究者も多く参

加しており、これから、すばる望遠鏡との連携による新たな科学成果が期待されます。 

 

 
 

図１：ベラ・C・ルービン天文台から初公開された画像のうちの１枚。LSST カメラが捉え

たおとめ座銀河団のごく一部（視野の２パーセント）を示しています。２つの目立った渦

巻（うずまき）銀河（右下、NGC 4411a と NGC 4411 b）や、その上にみえる合体中の銀河

グループ（RSCG 55）、遠方の銀河群のほか、天の川銀河内の多数の恒星などが映ってい

ます。オリジナル画像はこちら。（クレジット: NSF-DOE Vera C. Rubin Observatory） 

 

NSF-DOE ベラ・C・ルービン天文台（以下、ルービン天文台）は、米国が主導し、南米チ

リ共和国のセロパチョン山に建設された次世代の天文観測施設です（注１）。口径 8.4 メ

ートルの光学赤外線望遠鏡と 32 億画素の「LSST カメラ」の組み合わせは、8 メートルク

ラスの望遠鏡としては最大の視野を持ち、満月 45 個の広さに相当する範囲の空を一度に観

測できます。 

 

LSST カメラを用いた大規模撮像探査プロジェクト「LSST」は、2025 年後半から 10 年間

にわたり、可視光線から近赤外線の波長域で南半球の空全体（約 2 万平方度）を繰り返し

撮像し、データを蓄積します。この壮大で野心的な計画から、太陽系小天体、銀河、超新

星、ダークマターなど、幅広い分野での新たな発見が期待されています。 

 



この国際的なプロジェクトに、日本の研究者も積極的に参加しています。日本の研究グル

ープは、特に、すばる望遠鏡の超広視野主焦点カメラ Hyper Suprime-Cam（ハイパー・シ

ュプリーム・カム、HSC）によって広視野撮像探査で世界をリードしてきました。その経

験と実績、さらにすばる望遠鏡の観測時間の提供も含めた貢献が評価され、LSST の貢献

メンバーとして認められています。名古屋大学からは宮武広直（みやたけ ひろなお）准教

授をはじめとした研究者らが参加、国立天文台からは、宮崎聡（みやざき さとし）教授、

内海洋輔（うつみ ようすけ）准教授をはじめとした研究者らが LSST に参画しています。

宮武准教授は HSC における宇宙論解析の経験を生かし、LSST のデータ解析で重要になる

系統誤差の精査を行うなどの貢献を行ってきました。このような貢献により、日本の研究

者コミュニティは審査の上で優先データアクセス権を取得していて、今後の LSST を見据

えた研究を開始しています。 

 

すばる望遠鏡では、2025 年から名古屋大学の砂山朋美客員研究員が宇宙論解析チームの共

同代表を務める超広視野多天体分光器 PFS（Prime Focus Spectrograph、プライム・フォ

ーカス・スペクトログラフ）の運用が始まりました。撮像探査に特化したルービン天文台

と、超広視野分光という新たな力を備えたすばる望遠鏡との連携で、天文学の新たな地平

が切り開かれようとしています。 

 

名古屋大学の宮武准教授は、「LSST の主要な目標の一つは、星や銀河の形成に欠かせな

いけれども正体不明の暗黒物質、宇宙の加速膨張を引き起こす暗黒エネルギーの謎を解明

することです。そのために米国をはじめとする世界中の研究者と準備研究を進めてきまし

た。また、PFS を用いた分光観測は LSST におけるデータ解析をより精密に行うために不

可欠です。この膨大なデータを緻密に解析することで、人類の知識の地平線を広げること

ができると確信しています。」と述べています。 

 

また、国立天文台の内海准教授は、「LSST の観測開始は、超広域サーベイ天文学、時間

領域天文学にとって画期的なマイルストーンです。私自身、15 年以上前に HSC の開発に

参加し、現在は LSST の一員として携わって８年になります。20 年以上にわたる技術的進

展と、すばる望遠鏡およびアメリカを中心としたコミュニティによる国際的な協力の積み

重ねが、この新たな人類の「目」を生み出したことに、深い敬意と誇りを感じています。

今後、LSST がもたらす新たな発見と科学の扉の広がりを楽しみにしています」と語って

います。 

 

 



 
 

図２：ベラ・C・ルービン天文台から初公開された画像のうちの 1 枚。おとめ座銀河団全

体を捉えたこの画像は LSST カメラの視野の 2.4 倍に相当します。この画像には約 1000 万

個の銀河が含まれており、これは LSST が今後 10 年で撮影する約 200 億個の銀河の約 0.05 

パ ー セ ン ト に あ た り ま す 。 オ リ ジ ナ ル 画 像 は こ ち ら

（ https://rubinobservatory.org/gallery/collections/first-look-

gallery/mlis3sriah6pn6nfr5ecp46h3i ） 。 天 体 名 が 記 さ れ た 画 像 は こ ち ら

（ https://rubinobservatory.org/gallery/collections/first-look-

gallery/qe2do9iu6h1gbdg4bsgc1o083u ） 。 （ ク レ ジ ッ ト ： NSF-DOE Vera C. Rubin 

Observatory） 

 

 



図 3：LSST カメラを搭載したベラ・C・ルービン天文台のシモニー・サーベイ望遠鏡。夜

空に向けた初エンジニアリング観測が行われた 2025 年 4 月 15 日に撮影。（クレジット：

RubinObs/NSF/DOE/NOIRLab/SLAC/AURA/Hernan Stockebrand） 

 

 

（注１）NSF-DOE ベラ C. ルービン天文台は、米国立科学財団（NSF）および米国エネル

ギー省科学局（DOE Office of Science）の支援により、設立・運営されています。 

 

 

（関連リンク） 

ベラ・C・ルービン天文台 2025 年 6 月 23 日 プレスリリース（英語） 

https://rubinobservatory.org/news/first-imagery-rubin. 

 

NAOJ 2025 年 6 月 24 日トピックス 

https://www.nao.ac.jp/news/topics/2025/20250624-rubin.html 

 

すばる望遠鏡 2025 年 6 月 24 日トピックス 

https://subarutelescope.org/jp/news/topics/2025/06/23/3563.html 

 

Kavli IPMU 2025 年 6 月 24 日 プレスリリース 

https://www.ipmu.jp/ja/20250624-rubin 
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